
令和７年５月１日 

東 京 都 

 

工事受注者の皆様へ 

 

東京都発注工事における熱中症予防対策のお願い 

 

受注者の皆様におかれましては、日頃から東京都の事業執行に対し御協

力をいただきありがとうございます。 

熱中症による労働災害は例年多く発生しており、全国における過去５年

間の業種別の死傷者数では建設業が最も多い状況となっております。 

気象庁によると、今年の夏も気温は平年より高くなり、猛暑となると見

込まれており、都が発注する工事に従事する現場作業員等の健康・安全を

確保するためには、個々の現場の実態に合わせた熱中症予防対策の徹底が

必要となります。 

また、令和 7 年 6 月 1 日から改正労働安全衛生規則が施行され、職場

における熱中症対策の強化が求められます。 

皆様におかれましては、例年、工事現場における熱中症予防対策につい

て、万全を期していただいているところですが、今夏の猛暑に備え、予め、

以下の取組についてお願い申し上げます。 

 

1 工事現場における熱中症予防対策について 

別添資料を参考に、チェックリスト等も活用して点検を行い、熱

中症予防対策を徹底して下さい。 

 

2 工期延伸等の協議について 

熱中症予防対策の一環として、作業の一時中止や休憩時間の拡大

などを行うことも考えられます。これに伴い、工期延伸等が必要と

なる場合については、契約約款に基づく発注者との協議の対象とな

りますので、ご相談下さい。 

 

 

 



（資料） 

・『ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン』（厚生労働省）        【別添１】 

・『職場の「熱中症」を防ごう！』（東京労働局）               【別添２】 

・『ＷＢＧＴ値を把握して熱中症を予防しましょう！』（厚生労働省）      【別添３】 

・『労働安全衛生規則の一部を改正する省令案の概要』（厚生労働省）      【別添４】 

・『工事災害防止に向けた優良事例（熱中症予防対策編）』（東京都工事安全連絡会）【別添５】 

 

（参考） 

・工事請負契約設計変更ガイドライン【土木工事編(P13)、建築工事編(P12)】 

 財務局 HP：財務局トップ➡建築工事と建物保全➡基準類➡工事関連➡工事請負契約設計変更ガイドライン 



（R７.２）

別添１





 令和6年の東京労働局管内の熱中症による休業4日以上の労働災害は106件発生し、うち４件（４件のうち、建
設業が３件、廃棄物処理業が１件）が死亡災害となっています（数値は令和７年１月末日現在）。
 業種別では、建設業が20％、警備業が19％、陸上貨物運送業が15％を占め、小売業、ビルメンテナンス業など幅
広い業種で発生しています。
 月別では、全体の約８割が７月から８月にかけて発生しており、特に梅雨明け直後に多く発生しています。また、月
別の平均最高気温（気象庁の気象データ（地点︓東京）より）が高い８月以前に熱中症発生のピークがきています。
 年齢別では、50歳代が最も多く、次いで60歳代で多く発生しています。
 熱中症に対しては、正しい知識と適切な予防対策や応急処置が必要です。本格的な夏を迎える前から、計画
的に熱中症の予防対策に取り組みましょう。

発生月
時間 業種 発生状況 経験

年齢
休業見込
日数等

7月
15時 建設業

屋外の工場現場において、鉄筋の圧接作業に従事していたところ、歩
行が困難となったため、救急車で病院に搬送されたが、搬送先の病院
で死亡したもの。

50歳代
10年以上20年未満 死亡

７月
15時

廃棄物
処理業

事業場の倉庫内において、ペットボトルの選別作業を行っていたところ、
前のめりになって動かなくなったため、救急車で病院に搬送されたが、
搬送先の病院で死亡したもの。

40歳代
1年未満 死亡

７月
12時 警備業 工事現場において、交通誘導の業務を行っていたところ、立っていられ

ないなどの症状となり、救急搬送されたもの。
70歳代

10年以上20年未満 60日

９月
19時

陸上貨物
運送業

引越作業のため、段ボールなどの荷物を運んでいたところ、吐き気、頭
痛などの症状となり、救急搬送されたもの。

50歳代
10年以上20年未満 15日

７月
13時 小売業 厨房内で食器の洗浄作業を行っていたところ、膝から崩れるように倒れ

てしまい、救急搬送されたもの。
50歳代

１年以上５年未満 20日

令和6年に発生した熱中症の発生事例（東京）

東京労働局労働基準部健康課
https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-roudoukyoku/newpage_00329.html

～本格的な夏を迎える前から、計画的に熱中症の予防対策に取り組みましょう～
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職場の「熱中症」を防ごう！職場の「熱中症」を防ごう！別添２



4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

STOP︕熱中症クールワークキャンペーン

重点期間

キ ャ ン ペ ー ン 期間準備
期間

厚生労働省で は 、 熱中症予防対策の徹底 を図 る こ と を 目的 と し て 、 関係団体等 と の連携
の下 、 「 ＳＴＯＰ︕熱中症 ク ー ル ワ ー ク キ ャ ン ペ ー ン 」 を 実施

「ロゴマークシール」と 「応急手当カード」の活用
「 C o o l  w o r k  T O K Y O 」 ロ ゴ マ ー ク シ ー ル と 応急手当 カ ー ド を 各労働基準監督署の窓口
等 で配布 し て い ま す 。

熱中症
キャンペーン

暑さ指数 (WBGT値 )※ 1の活用

※ 1 暑 さ 指 数 と は 、 気 温 に 加 え 、 湿 度 、 風 速 、 輻 射 （ 放 射 ） 熱 を 考 慮 し た 暑 熱 環 境 に よ る ス ト レ ス の
評 価 を 行 う 暑 さ の 指 数

※ 2 実 測 で き な い 場 合 は 、 そ の 地 域 を 代 表 す る 一 般 的 な 暑 さ 指 数 （ 環 境 省 熱 中 症 予 防 サ イ ト （ 二 次
元 コ ー ド 「 暑 さ 指 数 の 実 況 と 予 測 」 参 照 ） ＋  補 正 手 段 に よ り 、 参 考 値 を 算 出 し て く だ さ い 。

１ 暑さ指数の実測※2

２ 実測値に対し、衣類の種類による補正
３ 作業内容と比較し、熱中症リスクを確認
４ リスクに応じた対策を検討、実行 暑さ指数の

実況と予測
暑さ指数の
計算方法

以上のことで不明なことがありましたら、東京労働局労働基準部健康課・各労働基準監督署までお問合せください。

エイジフレンドリー補助金の活用（中小企業事業者に限る）

高年齢労働者 を雇用 し 、 対象 の高年齢労働者が補助対象の業務 に就 い て い る 場
合 は 、 労働災害防止に要 す る経費 を補助す る制度が あ り ま す 。
（詳細は リ ー フ レ ッ ト 等 を ご確認 く だ さ い 。）

「東京労働局公式X」及び「公式YouTubeチャンネル」
熱中症予防対策を含む各種情報を発信していますので、ご覧ください。

東京労働局公式 東京労働局
公式YouTube

熱中症
予防情報

ロゴマークシール

主な熱中症予防対策主な熱中症予防対策
STOP! 熱中症クールワークキャンペーン

暑さ指数（WBGT値）※1 の活用

「ロゴマークシール」と「応急手当カード」の活用

エイジフレンドリー補助金の活用（中小企業事業者に限る）
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厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 労働衛生課

「労働安全衛生規則の一部を改正する省令案」の概要について
（職場における熱中症対策の強化関係）

資料１ー３

第175回 安全衛生分科会資料

別添４



労働安全衛生規則の一部を改正する省令案の概要

１

熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、熱中症のおそれがある作業者を早期に見つけ、その状況に
応じ、迅速かつ適切に対処することが可能となるよう、事業者に対し、「早期発見のための体制整備」、「重
篤化を防止するための措置の実施手順の作成」、「関係作業者への周知」を義務付ける。

１ 改正の趣旨

○ 以下１、２の事項を事業者に義務付けること。

１ 熱中症を生ずるおそれのある作業（※）を行う際に、
①「熱中症の自覚症状がある作業者」
②「熱中症のおそれがある作業者を見つけた者」

がその旨を報告するための体制（連絡先や担当者）を事業場ごとにあらかじめ定め、関係作業者に対して
周知すること

２ 熱中症を生ずるおそれのある作業を行う際に、
①作業からの離脱
②身体の冷却
③必要に応じて医師の診察又は処置を受けさせること
④事業場における緊急連絡網、緊急搬送先の連絡先及び所在地等

など、熱中症の症状の悪化を防止するために必要な措置に関する内容や実施手順を事業場ごとにあらかじ
め定め、関係作業者に対して周知すること

※ WBGT（湿球黒球温度）28度又は気温31度以上の作業場において行われる作業で、継続して１時間以上又は１日当たり４時間を
超えて行われることが見込まれるもの

２ 改正の概要

（１）公布日 令和７年４月上旬（予定） （２）施行日 令和７年６月１日

３ 公布日等



工事災害防止に向けた優良事例

東京都工事安全連絡会

1

熱中症予防対策編 （令和７年４月）

別添５



「朝礼時、作業中、作業後に確認していますか」

2



 熱中症予防対策（体調確認チェックシートの活用）

職場環境改善-34

（水道局）

 日々のKYミーティング等において、元請会社職員及び職長が作業員の体調について１日３回直接聞き取り、
体調確認チェックシートに記録することで、コミュニケーションを十分に取りながら熱中症予防に向けた体調管理
の充実を図っている。

1日3回、聞取りを実施

朝礼時：7項目
（年齢、熱中症の経験、体調、睡眠、
深酒、朝食、水分補給）

午後開始時：3項目
（体調、昼食、水分補給）

作業終了時：2項目
（体調、水分補給）

3



 熱中症対策

職場環境改善-

 技能実習生などの外国人作業員に対して熱中症対策を伝えるため、多言語による注意喚起を実施している。

（建設局）

[外国人作業員に向けた多言語による注意喚起］

厚生労働省 熱中症関連リンク集（https://neccyusho.mhlw.go.jp/link/）

「みんなで防ごう！熱中症」多言語リーフレット（PDF）
日本語、英語、インドネシア語、クメール語（カンボジア語）、モンゴル語、ミャンマー語、ネパール語、
タガログ語、タイ語、ベトナム語、中国語（簡体字）

https://neccyusho.mhlw.go.jp/link/


 熱中症対策

職場環境改善-27

（水道局）

 路上工事の現場内で持ち運び可能な形態でWBGT値を見える化し、熱中症に対する意識向上を図っている。

WBGT計
(暑さ指数)

熱中症に対する
基礎知識掲示

塩分･水分補給
常備品

【現場での使用イメージ】

【WBGT計（暑さ指数）】

【塩分・水分補給常備品】
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「身に付けると、いいですか」
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 熱中症対策

職場環境改善-30

 受注者が下請会社を含め全現場作業員に腕時計型の熱中症警報器を配布し熱中症の予防を実施している。

熱中症警報器着用

正常動作アラーム

（建設局）

7



職場環境改善-29

（下水道局）

 ウェアラブルIoTサービスを用いた夏場作業の熱中症対策

 ウェアラブルIoTサービスを導入し、夏場現場作業での社員の健康状態を定量的かつリアルタイムに監督者が
管理し注意を促すことで、夏場の熱中症対策、社員の体調管理を強化している。

ウェアラブルデバイス装着状況 健康状態の監視状況

8



（都市整備局・住宅政策本部）

 熱中症対策

 作業員の熱中症防止対策のため、日よけハットを着用している。

日よけハットの着用。

職場環境改善-20

9



 熱中症対策

清涼ファン
（下水道局）

 作業場所が高温多湿となることから、各作業員に清涼ファンを取付け、作業環境を改善するなど熱中症対策
を実施している。

職場環境改善-25

10



 熱中症対策

（下水道局）

 現場責任者が熱中症対策警報機を携帯し測定することで、警報機能による熱中症の予防を実施している。

職場環境改善-28

11



 熱中症対策

職場環境改善-31

（交通局）

 覆工板下など高温多湿の工事現場では、作業員等に電動ファンのついた空調服を着用させるなど体を冷却
する対策をとっている。

 新たな試みとして、作業員のシャツに検知器を取り付けて体調変化や転倒などの状態を検知し、管理者のパ
ソコンや作業員のスマートフォンに通知してリスクの見える化を行い、危険時にアラートを鳴動させるウェアラブル
IoTを一部の現場で採用している。

空調服 ウェアラブルIoTによる通知

12



「休憩するところは、涼しいですか」
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 熱中症対策

（交通局）

 熱中症対策として、冷水器・製氷機・かき氷機・塩飴・シャワー室など多様な対策グッズを用意して、個人の症
状や休憩時間に合わせて利用しやすいようにしている。

職場環境改善-22

14



 熱中症対策

職場環境改善-23

（都市整備局・住宅政策本部）

 日陰がない現場において、仮設テントを設置して日陰をつくり、作業員の一時的な小休止の場として活用して
いる。

 仮設テントは、作業箇所が変わることに合わせて、容易に移動することができる。

【仮設テント設置状況】

15



 熱中症対策

（建設局）

 WBGTの予測値及び計測値を作業員の見やすい場所に掲示し、定期的な休憩を促すなど、熱中症に対する
注意喚起を行っている。

 熱中症対策用に現場内に休憩所を設置している。すだれにより日射を遮っている。

職場環境改善-26

16



 熱中症対策

（建設局）

 当日のWBGT値を測定・見える化し、全作業員へ周知することで熱中症対策に対する意識向上を図っている。

 現場内にエアコン付きの休憩所を設置するとともに、作業箇所に隣接してテントを設置し、作業の合間に日陰
で休めるようにしている。

職場環境改善-26

17



18

（都市整備局・住宅政策本部）

 熱中症対策

 日陰の少ない路上工事現場における猛暑対策として、作業員が頻繁に休憩が取れるようにソーラパネルを搭載した
移動式休憩所を設置

 休憩所内のエアコンは、ソーラーパネルから供給される電力で稼働させており、作業員は涼しい環境で休憩可能

 同じく冷蔵庫も、ソーラーパネルから供給される電力で稼働し、冷たい飲料等も用意可能

職場環境改善

屋根にソーラーパネルを設置

発電量と電気使用量がわかるモニター

ソーラー電力でエアコンを稼働 ソーラー電力で冷蔵庫を稼働

蓄電池に蓄えた電力で夜間も使用可能

トラックの荷台にソーラーパネル付ハウスを積載



「冷却設備は、いかがですか」

19



 熱中症対策

設置状況

マルチ環境表示器

システム概要 （下水道局）

 暑さ指数（WBGT)を自動測定し、設定値を超えると、ノズルから水道水を霧状（数十ミクロン）に空中散布する。
散布したミストが気化する際の気化熱を利用して周辺温度を下げることで、熱中症を予防している。

職場環境改善-24
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 熱中症対策

（財務局）

 熱中症対策として、ミストシャワー・ミストファンを設置している。

職場環境改善-21

ミストファンミストシャワー
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職場環境改善-32

（下水道局）

インターネットによる管理 廉価な熱中症対策飲料

注意喚起

※危険２で空調服使用の義務化

 熱中症対策

 WBGT値を自動計測し、かつインターネットにて閲覧可能にするとともに、注意旗・電光板で周知し、注意喚起
している。

 また、WBGT値32°C以上は、「危険Ⅱ」とし、空調服使用を義務化している。

 細目な水分補給を促すため、廉価な熱中症対策飲料を提供している。
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 工事現場の天候変化等の状況把握（熱中症・防犯対策含む）

職場環境改善-33

（財務局）

 工事現場に、風速・温湿度・人感センサーを設置することで、天候の変化や熱中症対策、休工事時等におけ
る侵入者の把握に努めている。

 スマートフォンなどによりリアルタイムの検知状況を把握することができる。

温湿度センサー

風速センサー
防犯対策用人感センサー

23


	レイアウトサンプル

